
 
 

夢
と
い
う
人
生
の
山
に
向
か
っ
て 校

長 

藤
﨑 

隆
博 

 

子
供
の
頃
に
抱
い
て
い
た
夢
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
実
現

し
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
当
時
の
夢
を
覚
え
て
い
る
大

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

子
供
た
ち
と
夢
の
話
を
し
て
い
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
、

漁
師
、
調
理
師
、
介
護
士
、
看
護
師
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
職

業
が
出
て
き
ま
す
。
他
に
も
、
長
生
き
を
し
て
親
を
助
け
た

い
、
心
の
優
し
い
人
に
な
り
た
い
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い
頑

張
る
人
に
な
り
た
い
な
ど
、
生
き
方
に
迫
る
夢
を
語
っ
て
く

れ
る
子
供
も
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
阿
久
根
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
成
果
で
あ
り
、
同
時
に
、
脇
本
小
の
三
年
生
と
六
年
生
が

寺
島
宗
則
記
念
館
を
活
用
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
成
果

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
脇
本
に
は
寺
島
宗
則
記
念
館
が
あ
り

ま
す
。
寺
島
宗
則
は
、
医
師
、
通
訳
、
科
学
者
、
政
治
家
…

と
マ
ル
チ
な
才
能
を
も
っ
た
人
物
で
す
が
、
幼
い
頃
か
ら
、

よ
く
学
ぶ
努
力
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
は
、
薩
英
戦
争
の
際
に
、
五

代
友
厚
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
船
に
捕
虜
と
し
て
乗
り
込
ん
だ

シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
薩
摩
藩
英
国
留
学

生
の
引
率
役
と
し
て
、
日
本
を
発
展
さ
せ
た
い
等
の
思
い
を

胸
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
「
歴
史
や
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
魅
力
は
、
心
豊
か

で
前
向
き
な
人
を
育
て
る
こ
と
」
と
い
う
信
念
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
校
長
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
、
東
川
隆
太

郎
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事
）
、
下

豊
留
佳
奈
氏
（
第
一
工
科
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
寺
島
会
の
皆
様
と
一
緒
に
子
供
た
ち
の
指
導
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

郷
土
の
偉
人
、
寺
島
宗
則
の
生
き
方
を
学
び
、
自
分
の
夢

を
抱
く
子
供
た
ち
の
姿
か
ら
、
脇
本
地
域
の
教
育
環
境
の
素

晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

是
非
、
ご
家
族
で
、
寺
島
宗
則
記
念
館
を
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
様
々
な
出
会
い
、
感
動
体
験
を
と
お
し
て
、
夢
と

い
う
大
き
な
山
に
向
か
っ
て
、
一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
い
く
子

供
が
育
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
な
り
た
い
自
分
に
な
る

た
め
に
、
子
供
は
夢
中
に
な
る
は
ず
で
す
。 
 

夢
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
年 

遠
屋 

冬
海 

昼
休
み 

わ
た
し
は 

イ
ラ
ス
ト
を 

描
く 

わ
た
し
の
描
い
た 

絵
で 

み
ん
な
を 

笑
顔
に
し
た
い 

わ
た
し
の
描
い
た 

絵
で 

み
ん
な
を 

一
つ
に
し
た
い 

わ
た
し
の
夢 

そ
れ
は 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー 

わ
た
し
は 

今
日
も 

描
く 

（
令
和
五
年
六
月
二
十
三
日 

南
日
本
新
聞
「
子
供
の
う
た
」
掲
載
） 
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          ７月行事 

７月 ４日（火）５校時授業（全学年） 

５日（水）４校時授業（全学年） 

   ６日（木）校内水泳学習参観週間 ～12日（水） 

        バンビ号来校 

７日（金）クラブ活動 

     メディア学習（講演会）５，６年，保護者 

８日（土）山田楽伝承式（折多小６年生来校） 

     民生委員・児童委員と語る会 

  10日（月）トトロのへや 

   11日（火）学級ＰＴＡ 家庭教育学級開級式 

   12日（水）委員会活動 

   13日（木）学期末５・６校時カット ～19日（水） 

   14日（金）緑の日 新田川河口調査４年  

   20日（木）終業式 大掃除 

   21日（金）ＰＴＡ親子交通教室 

   23日（日）ＰＴＡ遠泳大会 

   30日（日）脇本地区子ども会球技大会 

くくろろししおお 

災害時の安全な引き渡しを 
 風水害による引き渡し訓練を 10日（土）に実施しました。 

訓練時の混雑を避けるために，地域ごとに時間差で引き渡しを

行いました。保護者の方のご協力のおかげで，本年度も，駐車

場の利用や一方通行での混雑もなく，予定通り安全に訓練を終

えることができました。ご協力ありがとうございました。 

 災害時には，それぞれ仕事や家庭の都合があり，地域ごとに

指定された時刻に迎えに来ることは難しいため，都合のつく方

から順に迎えに来ていただくことになります。ただし，駐車場

の利用や道路の一方通行，引き渡しカードの提示は訓練の通り

になりますので，ご承知おきください。いつ災害が起こるか分

からないため，引き渡しカードは， 
財布の中などいつでも使える場所 
に保管をしておいてください。 
 カードの写真を撮って，スマー 
トフォンで提示していただいても 
大丈夫です。祖父母等，引き渡し 
カードが必要な場合は，学校までご連絡ください。  

助けを求める大切さ～ＳＯＳ出し方教室～ 
 13日に，６年生が「ＳＯＳの出し方教室」 

の授業を行いました。元防衛大学校教授の 

高橋聡美先生に，リモートで授業をしてい 

ただき，自分自身が大切なこと，だからこ 

そ，苦しいときには助けを求めることが大 

切なことを学びました。 

 

水泳学習スタート 
12日から，水泳学習がスタートしまし 

た。まだまだ水も冷たく，気温も高くは 

ありませんが，子供たちにとっては，楽 

しい水泳の学習となっているようです。 

 水泳学習は，泳ぎ方を学ぶだけでなく， 

水の事故が起きたときに，自分の命を守 

るための学習でもあります。短い学習期 

間ですが，しっかりと力を付けられるように指導していきます。 
 また，今年はＰＴＡ遠泳大会も 40周年を迎えます。参加がで
きる子供たちはもちろん，みんなで心に残る大会にしていきた
いものです。 

緊急時にもすぐに対応～Ｊアラート訓練～ 
 15日に，Ｊアラート（全国瞬時警報シ 

ステム）訓練がありました。今回は，地 

震災害に対応した警報でしたが，警報に 

合わせて，自分自身を守る行動をとれる 

ことが大切です。校内での地震の避難訓 

練と同様に，子供たちは，さっと，机の 

下への避難ができていました。いつ非常事態が起きても対応で

きるように，ご家庭でも話題にしてください。 

チームワークを学んだ集団宿泊学習 
 ５年生は，６～８日に集団宿泊学習で 

薩摩川内の少年自然の家に行ってきまし 

た。雨天のため，テント泊は中止となり 

ましたが，規律正しい生活や他校との交 

流ができました。立派な態度で過ごした 

子供たちは，自然の家の方から褒められ 

ました。このチームワークを今後も生かしてほしいです。 


